








■ 電車
＜大阪から＞JR「大阪駅」→JR「法隆寺駅」
＜京都から＞近鉄「京都駅」→近鉄「平端駅」
＜奈良から＞JR「奈良駅」→JR「法隆寺駅」
■ バス
・JR「法隆寺駅」から東安堵まで約8分  バス停留所より徒歩5分
・近鉄「平端駅」から東安堵まで約25分  バス停留所より徒歩5分
■ 駐車場
・普通自動車／5台　無料
・バス／安堵町営駐車場（当館より徒歩2分）　有料 1,000円

■ お車
・西名阪自動車道「法隆寺IC」より約6分
・「大和まほろばスマートIC」より約5分

大和まほろば
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憲吉桜

蔵をリノベーションしたメゾネット式の客室　ツイン＋セミダブル＋和室【2～ 8名】（139㎡）半露天風呂付き

和室 ツインルーム 半露天風呂

リビング＋ツインルーム

日新（客室）
竹林月夜（客室）
五風十雨（大広間レストラン）
くすのき テイカカヅラ
陶芸工房＆Gallery
堀
日本庭園
イングリッシュガーデン
石碑「樹を楽しむ 陶器を見るに似たり」

和室 半露天風呂

富本が愛用した書斎を残した和室とモダンな洋室を融合した客室　ツイン＋和室【2～ 4名】（63m²）半露天風呂付き

■ チェックイン／ 15：00 ～　■ チェックアウト／～ 10：00

五風十雨　ごふうじゅうう

絵付け体験

日新　にっしん

竹林月夜　ちくりんげつや

【ご昼食】うぶすなの松花堂 【ご夕食】うぶすなの夜会席

■ 席数／最大22名（椅子・テーブル席）
※貸切可能 （時間等はお問い合わせください）
※完全予約制（当日の3日前まで）

■ 営業時間
【ご昼食】11:00 ～14:30（最終入店13:00）
【ご夕食】17:00 ～（L.O.19:00）

■ 個室あり（最大6名） ※別途個室料金が発生します

※掲載メニューは一例です。内容は仕入状況、季節等により変わります。
※料理写真はイメージです。

安堵町の隣町にある法隆寺は富本憲吉にとって身近な存在であり、彼は聖徳太子の時
代から続くこの寺の由緒ある仏像や宝物をみて育ちました。当建物を改修するにあたり、
法隆寺の大野玄妙管長から「五風十雨」の書をいただきました。
「五風十雨」とは、五日ごとに風が吹き、十日ごとに雨が降る順調で穏やかな農耕に適し
た気候を意味しています。私達も豊かな自然の恵みへの感謝を忘れることなく、そのす
べてを味に託しております。

厳選した地元の新鮮食材と体に優しい調理法にこだわったお料理をご提供しています。
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※お食事付きのプランもございます。

富本憲吉は生まれ故郷のうぶすな（安堵
町）でも作陶活動をしていました。その
頃の作品は、故郷の美しい風景を染付の
釉薬を使用して描いています。お皿湯呑
などの日常でお使いいただける素焼きを
ご用意しています。釉薬やカラー下絵具
などを使って絵付けしていただきます。

Floor Guide - フロアガイド -

Guest Room - 客室のご案内 -

Restaurant - レストランのご案内 -

Activity - 体験のご案内 -
Access - アクセス -

Wi-Fi完備

1泊2食

駐車場

貸切可能

町営大型バス有料駐車場

陶芸絵付体験1日2組限定 古民家ホテル

うぶすなの郷  TOMIMOTO
〒639-1061 奈良県生駒郡安堵町東安堵1442
TEL：0743-56-3855　FAX：0743-56-3854
https://www.and-tomimoto.jp/

大和川の合流地点であるここ安堵町は、水運の要所として万葉の時代より栄えて
きました。付近の亀の背と呼ばれる地区は、かつての大阪・難波の津と大和とを
結ぶ水運の要所であり、遣隋使小野妹子もここを経由して飛鳥まで移動したとい
われます。また水害が多い地区としても知られており、大地と水の間で生き抜いて
きた人びとの歴史が紡がれた土地でもあります。西を望めば、世界遺産でもある
法隆寺。そこから聖徳太子が愛馬で飛鳥まで通ったといわれる「太子道」があり、
道沿いには太子ゆかりの跡が数々残されています。またこの1200年後に人間国
宝の第一号となった富本憲吉は、ここ安堵の地で生まれ育ちました。この逞しい
自然と美しい景観のなかで育まれたこころと技が、近代陶芸の巨匠と呼ばれる富
本憲吉独自の純粋で華麗な世界観を作り上げたといわれています。ほかにも今村
勤三や今村荒男といった偉人を輩出した、歴史と文化の町です。

富本憲吉が生まれたこの地は、脈々と受け継がれてきた法隆寺のほど近くに
あります。彼は、この地を “うぶすな” と呼び、自分の原点として大切にして
きました。この地には、古くから伝わる何かがあります。ゆったりとした時間の
中で、富本憲吉のストーリーと悠久の大和の歴史・自然を五感で感じとり、未来
に想い耽る。それが「うぶすなの郷 TOMIMOTO」です。

西に法隆寺を望む聖徳太子の郷。

樹を楽しむ 陶器を見るに似たり

- Local identity -

- Concept -

うぶすなの郷 TOMIMOTO

宿　泊 レストラン 宴　会

05 06














	wh_facility_guide.pdf
	wh_facility_guide.pdf
	03_04目次.pdf
	05_06アジール.pdf
	07_08アネックス.pdf


	09_10TOMIMOTO.pdf
	wh_facility_guide
	01_02表紙裏表紙.pdf
	wh_facility_guide.pdf
	11_12なら和み館.pdf
	13_14ホテル関西.pdf
	15_16ソビアル大阪ドーム前.pdf
	17_18ソビアルなんば大国町.pdf
	19_20鹿珈.pdf





